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はじめに
LTC®3838 は、デュアル出力、デュアル・フェーズの降圧
コントローラで、固定オン時間制御の谷電流モード・アー
キテクチャを採用し、高速負荷ステップ応答、高スイッチ
ング周波数、および低デューティ・サイクル性能を実現し
ます。スイッチング周波数の範囲は 200kHz ～ 2MHz で
す。位相ロックループ（PLL）により、定常動作時の周波
数を一定に保ち、外部クロックに同期させることもできま
す。LTC3838 は 4.5V ～ 38V の広い入力電圧範囲が
可能であり、0.6V ～ 5.5V を出力できます。IC グランド

と負荷グランド間に±0.5V の電圧差がある場合でも、負
荷側で電圧を検出する VOUT1 の電圧レギュレーション精
度は 0℃～ 85℃の範囲で 0.67% です。電流センス・コ
ンパレータは、高精度が求められる場合はセンス抵抗で、
電力損失と回路サイズを抑える必要がある場合にはイン
ダクタの DCR で直接、インダクタ電流を検出するように
設計されています。

L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、Linear のロゴおよび PolyPhase
はリニアテクノロジー社の登録商標です。その他すべての商標の所有権は、それ
ぞれの所有者に帰属します。

図 1．FSW = 300kHz で動作する 1.5V/25A および 1.2V/25A のデュアル出力降圧コンバータ
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1.5V/25A および 1.2V/25A 出力の降圧コンバータ 
300kHz の外部クロックに同期した 25A デュアル出力
の降圧コンバータを図 1 に示します。固定オン時間制御
の谷電流モード・アーキテクチャにより、5A 〜 25A の負
荷ステップが 1.2V 出力に加わったときにスイッチ・ノー
ドのパルス間隔を一時的に縮めることが可能で、電圧の
アンダーシュートをわずか 58mV に抑えることができま
す（図 2 参照）。1.5V 出力および 1.2V 出力の最大負
荷時の効率は、図 3 に示すように、それぞれ 91.8% と
90.8% です。この高い効率は、強力なゲート・ドライバ、
最適化された不感時間および DCR 検出によって実現さ
れています。

図 2．VIN = 12V、FSW = 300kHz、FCM モードにおける
1.2V 出力の 20% から 100% へのステップ負荷応答

図 3．1.5V/25A および 1.2V/25A 出力の 
コンバータの効率と電力損失

軽負荷トランジェント検出機能（DTR）によりトランジェント
応答をさらに高速化
LTC3838 の革新的な機能として、負荷解放時のトラン
ジェント検出機能（DTR）があります。DTR ピンは、AC
結合された ITH の信号を監視することで出力電圧を間接
的にモニタします。推定オーバシュートがユーザの設定値
を超えると、下側の FET がオフします。これにより、イン
ダクタ電流が高速で減少し、オーバシュートを低減します。
図 4 を見ると、1.2V 出力は、オーバシュートを 32% 低減
しています。低出力電圧ほど、改善効果が増します。

まとめ
LTC3838 は、高速負荷ステップ応答、高スイッチング
周波数、高効率、および高精度出力電圧が要求される
アプリケーションに最適なデュアル出力の降圧コントロー
ラです。その他の機能としては、選択可能な動作モード
( 固定周波数動作を行う強制連続モード（FCM）と、軽
負荷時でも高効率な不連続モード（DCM））、設定可能
な電流制限しきい値、ソフトスタート、出力トラッキング、
および独立した PGOOD ピンと RUN ピンがあります。
LTC3838 は、5mm×7mm の QFN パッケージまたは熱
特性を向上した 38 ピン TSSOP パッケージで供給され
ます。
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2 つのチャンネルは 180°逆相で動作し、入力コンデンサ
のリップル電流を相殺することで、入力コンデンサの数を
少なくすることができます。より大電流のアプリケーション
では、2 フェーズ以上を互いに接続し、PolyPhase® の
単出力コンバータを構成可能です。利点としては、より高
速の負荷ステップ応答、少ない入出力容量、および少な
い熱損失などがあります。

図 4a．1.2V 出力での軽負荷トランジェント検出
機能の実現

図 4b．VIN = 12V、FSW = 300kHz、FCM モードに
おける 1.2V 出力の 100% から 20% へのステップ負荷
応答（軽負荷トランジェント検出機能ありの場合となしの
場合）
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